
 

 

［成 果 情 報 名］ 酵母細胞を用いて DON およびその誘導体の毒性の違いを評価する 

［要 約］ デオキシニバレノール（DON）及びそのアセチル化体に対する酵母細胞の

応答を遺伝子発現レベルで網羅的に検出することで、それらの真核細胞に対する毒性判別

に利用可能な遺伝子パターンが認められる。 
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［背景・ねらい］ 

 小麦等の穀物を汚染するかびの二次代謝産物であるタイプ B トリコテセン系マイコトキ

シンとして、デオキシニバレノール（DON）とともに DON 生合成経路上で産生されるマ

イコトキシン誘導体も報告されている。また、生体組織や腸内細菌の代謝を受けるまでに

DON の誘導体が一定時間生体内に留まる可能性が示唆されている。そこで本研究では、

DON 及びその誘導体の細胞に対する毒性を判別可能とするため、それらの暴露が真核細胞

のモデルである酵母細胞に与える影響を網羅的遺伝子発現解析によって明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．細胞膜透過性を上げた酵母細胞に DON 及びその誘導体であるアセチル DON（3ADON, 

15ADON（図１））を曝露すると、遺伝子発現量に変化が生じる。 

２．マイコトキシンを曝露していないコントロール条件と比べて、DON 及び 15ADON の

曝露は酵母細胞の遺伝子発現に顕著な変化をもたらし、一方 3ADON にはその傾向が見

られない（図２）。  

３．各マイコトキシンの曝露に対する網羅的遺伝子発現情報の中には複数の遺伝子発現パ

ターンが存在し、DON 及びアセチル DON の毒性判別に利用可能なパターンが認めら

れる（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．DON 及びアセチル DON の暴露に対してそれぞれ特徴的な発現変化を示す遺伝子

群を選抜することにより、DON およびアセチル DON の真核細胞に対する毒性を判

別するためのマイクロアレイチップが作製可能となる（図 4）。  

２．DON 及びアセチル DON の複合汚染時における細胞への影響と毒性メカニズムの

解明に利用できる。  
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［具体的データ］ 

図 1. DON 及びその誘導体の構造式 

図 2. DON 及びその誘導体の暴露に対する酵母細胞の網羅的遺伝子発現変化 

図 3. DON 及びその誘導体の毒性判別に    図 4. DON 及び誘導体を判別可能な 

利用可能な遺伝子の発現パターン     遺伝子を搭載したアレイチップ 
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↑棒線１本が１遺伝子の発現量を示す 

-17-


